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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　地滑りや崩落の恐れがある法面を補強するため、法面の地盤に掘削した孔にアンカー材
を挿入して固定したのち、法面から突出するアンカー材に多数の桝目を備え、植生が可能
な受圧板を差込み、ついで該受圧板から突出するアンカー材突出端にナットを捩じ込んで
締着する工法において、前記受圧板と法面との間の隙間を埋めるために用いられる不陸調
整用マットであって、天然の植物性繊維が互いに絡み合った一定厚みの立体構造をなし、
かつ前記アンカー材を通す孔が開けられており、該孔は受圧板に形成される、前記アンカ
ー材を通す角孔より小さな丸孔であることを特徴とする不陸調整用のマット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、地滑りや崩落の恐れがある法面を補強するため、法面の地盤に掘削した孔に
アンカー材を挿入して固定したのち、法面から突出するアンカー材に受圧板を、ついで支
圧板を差込んだのち、アンカー材突出端にナットを捩じ込んで締着する工法において用い
られ、受圧板と法面との間の隙間を埋める不陸調整用のマットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　地滑りや崩落のおそれがある法面を補強する工法として近年、法面の地盤に掘削した孔
にアンカー材を挿入してグラウト材の注入により固定し、その後、法面から突出するアン
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カー材に受圧板、ついで支圧板を差込んだのち、アンカー材突出端にナットを捩じ込んで
締着する工法が多用されるようになり、施工に際し、受圧板を設置する法面の設置面は平
坦に整地されるが、急傾斜や高所での整地作業は容易でない。
【０００３】
　前述の整地作業を行わないか、行うにしてもきちんと行わないで、法面に凹凸が残って
いると、設置された受圧板との間に隙間ができて不陸となり、該部が雨水で洗い流される
洗掘を生じ易くなる。
【０００４】
　前述の隙間を埋める方法として従来は、法面に設置した受圧板を囲む型枠を設置し、型
枠内にコンクリートを注入していたが、法面より突出するアンカー材の周りに型枠を設置
してコンクリートを打設し、これにより形成したコンクリート土台の平坦な取付面上に受
圧板を設置することも行われ、またスラグ混合物やセメント混合物を充填した発泡スチロ
ール、ゴム、或いは樹脂製であり、法面の凹凸に合わせて変形可能なマットを法面と受圧
板との間に介在させて、これらの間の隙間を埋めること（特許文献１）、シート上にネッ
トをロール状に巻いたならい体を並設して、その上に型板を配置し、法面の凹凸に応じて
ならい体を変形させることにより受圧板と法面との間の隙間を埋める固化材（特許文献２
）なども提案されている。
【０００５】
　受圧板に関しては、縦桟と横桟よりなって格子状をなすＦＲＰ製の受圧板（特許文献３
）、桝目がハニカム状をなす受圧板（特許文献４）、矩形枠や環状枠を同心状に配置して
放射状の桟で連結し、くもの巣状に形成した受圧板、円形の孔を多数形成した受圧板（特
許文献５、６）なども知られる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－２３１７２７
【特許文献２】特開２００２－３５６８５２
【特許文献３】特開２０００－３３６６５６
【特許文献４】特開２００３－１６０９４６
【特許文献５】特開２００３－９００４４
【特許文献６】特開２００４－２０４６３８
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献３～６に開示されるような、多数の桝目を備えた受圧板、とくにＦＲＰ製の受
圧板は、コンクリート製に比べ軽量で、運搬や法面での施工が容易であり、桝目を通して
植生も可能であるが、法面に凹凸があると、法面との間に隙間ができ、雨水による洗掘を
生じ易くなる。受圧板を法面に密着させるために法面を平坦に整地するのは、設置箇所が
急傾斜で高所である場合、容易でない。
【０００８】
　特許文献１及び２に示されるようなマットや固化材を用いれば、受圧板と法面との間の
隙間を埋めることができるが、特許文献３～６に開示されるような植生が可能な受圧板に
このようなマットや固化材を用いた場合、植生ができなくなる不都合をもたらす。
【０００９】
　本発明は、地滑りや崩落の恐れがある法面を補強するため、法面の地盤に掘削した孔に
アンカー材を挿入して固定したのち、法面から突出するアンカー材に受圧板を、ついで支
圧板を差込んだのち、アンカー材突出端にナットを捩じ込んで締着する工法において用い
られ、受圧板と法面との間の隙間を埋める不陸調整用のマットであって、施工が容易で、
植物の植生を損なわないばかりか、植物の繁茂を助長することができるマットを提供する
ことを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、地滑りや崩落の恐れがある法面を補強するため、法面の地盤に掘削した孔に
アンカー材を挿入して固定したのち、法面から突出するアンカー材に多数の桝目を備え、
植生が可能な受圧板を差込み、ついで該受圧板から突出するアンカー材突出端にナットを
捩じ込んで締着する工法において、前記受圧板と法面との間の隙間を埋めるために用いら
れる不陸調整用マットであって、天然の植物性繊維が互いに絡み合った一定厚みの立体構
造をなし、かつ前記アンカー材を通す丸孔が開けられており、該丸孔は受圧板に形成され
る、前記アンカー材を通す角孔より小さいことを特徴とする。
                                                                                
【発明の効果】
【００１１】
　本発明のマットによると、植物性繊維で形成されるため環境に優しいこと、法面の凹凸
に合わせて容易に変形し、凹凸面に密着することにより法面と受圧板との不陸を解消でき
るため雨水による洗掘を防止できるうえ、受圧板と法面を平行に保ち、受圧板に対する局
部的な偏心荷重を防止することができ、また法面の設置面を平坦にする整地作業を不要に
できるか、整地するにしても大まかな整地で済ませることができること、桝目を通しての
植生が可能であり、桝目を通して付着した植物の種子が繊維に絡み付いて風雨によっても
離脱しにくく、また根が繊維間を通って伸びるため、成長が阻害されることがないため、
植物が根付き易くなって繁茂し易くなること、受圧板が例えば円形、矩形、その他の形状
であっても施工現場で受圧板の形状に合わせた形状に容易に裁断加工することができ、加
工性がよいこと、施工は設置面に単に設置して、その上に受圧板を載置するだけでよく、
軽量であることと相俟って熟練作業者でなくても、また設置面が急傾斜地や高所にあって
も施工が容易で短時間で行え、品質管理も容易であること等の効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】法面補強工法の説明図。
【図２】時陸調整用マットの断面図。
【図３】マットと受圧板の一例を示す斜視図。
【図４】マットと受圧板の別の例を示す斜視図。
【図５】マットと受圧板の更に別の例を示す斜視図。
【図６】マットと受圧板の更に別の例を示す斜視図。
【図７】マットと受圧板の他の例を示す斜視図。
【図８】受圧板の一例を示す斜視図。
【図９】受圧板の別の例を示す斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明に係わる不陸調整用のマットを用いた法面補強工法を図１に基づいて説明
する。
　該工法においては先ず、法面の地盤１に掘削した縦孔２に鉄筋の補強材であるアンカー
材３を挿入したのち、グラウト材４を注入して固定する。
【００１４】
　次に法面から突出するアンカー材３の突出部分に不陸調整用のマット５、受圧板６、支
圧板７を順に差込み、支圧板７からのアンカー材３の突出部分にナット８を捩じ込んで締
着し固定する。
【００１５】
　不陸調整用のマット５は、天然の植物繊維、例えばヤシ繊維が互いに絡み合った図２に
示すような一定厚みの立体構造をなすもので、受圧板６の形状に応じ、受圧板６が例えば
図３に示すように三角形、図４に示すように正方形、図５に示すように正八角形、図６に
示すように円形、図７に示すように十字形である場合には、それぞれ図３～図７に示すよ
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うに受圧板６より若干大きめの相似形に形成され、中央にはアンカー材３を通す孔９が開
けられている。これら図３～図７に示すマット５は生産段階で予めそのような形状に形成
されていてもよいし、現場で例えば矩形のマットを裁断加工することにより形成してもよ
い。
【００１６】
　上記実施形態のマット５は、上述するように受圧板６より若干大き目に形成されている
が、同じ大きさであってもよいし、若干小さ目に形成されていてもよい。
【００１７】
　受圧板６は、マット５と同様、例えば図３～図７に示されるような形状をなし、その構
造としては例えば、特許文献３に開示され、図１に示されるように縦桟と横桟よりなって
矩形の升目１１が前後左右に並設される格子状のもの、図示していないが、特許文献４に
開示されるようにハニカム構造をなして六角形の桝目が前後左右に並設されるもの、特許
文献５及び６に開示されるように、矩形枠１３や環状枠を同心円状に配置して放射状の桟
１４で連結し、くもの巣状をなすもの（図８、図９）や、円形の孔を多数形成したものな
どを用いることができる。このような受圧板６は鋼、ステンレス、その他金属製のもので
あってもよいが、好ましくは軽量化のためＦＲＰ製とされる。図中、１２はアンカー材３
を通す角孔である。
【符号の説明】
【００１８】
１・・地盤
２・・縦孔
３・・補強材
４・・グラウト材
５・・不陸調整用のマット
６・・受圧板
７・・支圧板
８・・ナット
９・・孔
１１・・桝目
１２・・角孔
１３・・矩形枠
１４・・桟
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【図６】



(8) JP 5580098 B2 2014.8.27

【図７】

【図８】

【図９】
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